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 傍聴にお越しください。本会議及び各常任委員会はインターネット中継（ライブ・録画）も行っています。どうぞご覧ください。
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● �公益的法人等への国立市職員の派遣等に関する条例の
一部を改正する条例案を可決しました。

［第36号議案→３面に結果］  

● �令和元年度国立市一般会計補正予算（第２号）案を可決
しました。� ［第40号議案→２面に詳細］

● �監査委員を議会の全員賛成で同意しました。
� ［第42号議案→３面に結果］

● �「安心して働きながらしょうがい児を育てられる環境整
備を求める陳情」を全会一致で採択しました。　　　　
　　　　　　� ［陳情第５号→２面に詳細］

● �「石塚陽一議員のセクシュアル・ハラスメントおよびパ
ワー・ハラスメント行為に関する事実関係の徹底究明と
認定事実の公表、さらに国立市議会政治倫理条例、女性
と男性及び多様な性の平等参画を推進する条例を活か
す具体的な対応と施策を求める陳情」を全会一致で採
択しました。� ［陳情第６号→３面に結果］

● �新たに「決算特別委員会」と「予算特別委員会」のイン
ターネット中継を開始します。� ［8面に詳細］ 

総合防災訓練
が行われました

開会時刻：午前10時の予定です。
請願・陳情の締切：8月21日㈬正午までに議会事務局へご持参ください。
手話通訳申込の締切：国立市議会では本会議の初日と最終日に、手話通訳
者を配置しております。手話通訳を希望される方は国立市議会ホームペー
ジ、又は右ＱＲコードより、議会ウェブサイト「令和元年第
3回定例会の手話通訳の申込みについて」をご覧ください。
※日程は変更になることがありますので、市のホームページ
　でご確認ください。
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本会議
最終日
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委員会
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委員会

福祉保険
委員会

議会運営
委員会
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議会運営
委員会

請願・陳情
締切　　正午

９月議会（第３回定例会）にお越しください。

　６月30日㈰、国立第五小学校にて総合防災訓練が行われま
した。当日は地域自主防災組織、消防団、医師会など多数の方々
にご協力いただき、地震体験・負傷者トリアージ訓練・初期消
火訓練・火事の際の煙体験・カレーの炊き出しなどが行われま
した。ご参加いただいた皆さまありがとうございました。

当日のスタンプラリーの
景品は防災グッズと
クラッカーでした！

クニタチッタ

国立市議会 検索
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質
疑
な
し
。

建
設
環
境
委
員
会

Ｑ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
消
費
税
を
８

％
か
ら
１０
％
に
上
げ
る
た
め
の
消
費
刺

激
策
で
あ
り
、
使
用
地
域
が
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
地
域
振
興
策
だ

と
考
え
ら
れ
る
が
認
識
は
。

Ａ
増
税
に
伴
う
低
所
得
者
と
子
育
て
世

代
に
与
え
る
影
響
緩
和
策
と
考
え
る
。

現
金
給
付
で
な
く
使
用
期
限
が
あ
る
商

品
券
な
の
で
、
買
い
控
え
の
緩
和
と
い

う
面
も
あ
る
。

Ｑ
市
内
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
使
え

る
店
舗
数
は
。

Ａ
未
確
定
だ
が
約
３００
店
舗
ほ
ど
で
あ
る
。

Ｑ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
配
布
対
象
者

は
何
名
か
。

Ａ
非
課
税
世
帯
１
万
２
千
人
、
子
育
て

世
帯
２
千
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ
使
え
る
期
間
は
。

Ａ
１０
月
１
日
か
ら
２
月
末
ま
で
の
５
か

月
間
で
あ
る
。

Ｑ
販
売
方
法
と
商
品
券
の
額
面
は
。

Ａ
対
象
者
に
引
換
券
を
送
付
す
る
。
引

換
券
は
５
口
に
分
け
て
買
え
る
。
１
口

５
千
円
の
商
品
券
を
４
千
円
で
買
う
事

が
で
き
る
。

Ｑ
補
助
金
が
１
億
１
千
万
円
入
っ
て
お

り
そ
の
う
ち
事
務
処
理
費
が
約
８
千
万

円
と
多
い
と
感
じ
る
が
。

Ａ
８
千
万
円
の
う
ち
約
６
千
万
円
は
市

民
が
得
ら
れ
る
１
千
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム

部
分
で
あ
る
。

福
祉
保
険
委
員
会

Ｑ
未
来
事
業
団
運
営
補
助
金
の
内
訳
は
。

Ａ
運
営
費
が
２００

万
円
、
人
件
費
が
約
千

６００
万
円
、
業
務
支
援
事
業
委
託
費
が
14０

万
円
、
印
刷
費
が
6０
万
円
、
シ
ス
テ
ム

や
そ
の
他
経
費
で
２7０
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。

Ｑ
業
務
支
援
事
業
委
託
費
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
や
る
の
か
。

Ａ
一
言
で
い
う
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
で
あ
る
。

Ｑ
人
件
費
の
１
千
６００
万
円
だ
が
３
人
で

７
か
月
分
だ
が
、
１
年
に
換
算
す
る
と

３
千
万
円
ほ
ど
に
な
る
の
か
。

Ａ
人
員
を
３
名
と
説
明
し
た
が
、
決
し

て
足
り
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

Ｑ
民
営
化
す
る
と
１
園
あ
た
り
４
千
万

円
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の

う
ち
３
千
万
円
は
人
件
費
だ
が
、
市
の

職
員
が
移
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
の
職

員
人
件
費
は
下
が
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
業
務
を
移
管
す
る
分
は
下
が
る
。

Ｑ
理
事
会
や
評
議
会
の
開
催
費
用
が
２００

万
円
で
あ
る
が
、
内
訳
は
。

Ａ
理
事
が
６
名
４
回
分
で
6０
万
円
、
監

事
が
２
名
４
回
分
で
2０
万
円
、
評
議
員

が
９
名
を
見
込
み
、
１
人
１
回
９
千
1００

円
で
３
回
行
う
。
こ
の
評
議
員
を
選
任

す
る
委
員
会
を
設
立
す
る
の
で
、
別
途

予
算
が
あ
る
。

Ｑ
準
備
会
の
中
で
理
事
長
が
決
ま
る
わ

け
だ
が
、
準
備
会
の
座
長
に
理
事
長
を

お
願
い
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
そ
の
通
り
だ
が
、
決
定
は
評
議
会
等

の
議
決
を
も
っ
て
決
定
す
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

総
務
文
教
委
員
会

賛
成　
受
動
喫
煙
防
止
に
向
け
た
喫
煙

所
の
設
置
の
補
助
金
な
ど
重
要
な
予
算

が
入
っ
て
い
る
。

反
対　
他
の
所
管
す
る
委
員
会
で
賛
成

で
き
な
い
所
が
あ
る
。

賛
成
　
他
の
自
治
体
の
自
然
災
害
で
苦

し
む
所
に
対
応
す
る
、
国
立
市
の
姿
勢

を
示
す
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
。

建
設
環
境
委
員
会

賛
成　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
の
効
果

は
少
な
い
と
考
え
る
が
、
他
の
件
で
大

事
な
予
算
が
入
っ
て
い
る
。

【
陳
情
者
に
対
し
て
】

Ｑ
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
対
し
て
何

か
不
安
は
あ
る
か
。

Ａ
賃
金
を
払
い
た
い
の
で
有
償
に
し
て

い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
契
約
で
は
な

い
た
め
に
保
険
加
入
さ
れ
て
い
な
い
の

で
不
安
だ
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方

に
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
く
と
良
い
。

Ｑ
陳
情
者
に
と
っ
て
一
番
訴
え
た
い
こ

と
は
今
の
状
況
を
改
善
し
た
い
と
い
う

こ
と
か
。

Ａ
移
動
支
援
は
今
の
問
題
で
あ
り
、
明

日
の
移
動
支
援
者
の
方
を
見
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ｑ
事
業
所
を
見
つ
け
る
と
き
の
状
況
を

教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
移
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
に

電
話
を
し
た
が
断
ら
れ
続
け
た
の
で
、

心
が
折
れ
て
し
ま
い
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

Ｑ
他
の
市
区
町
村
で
参
考
に
な
る
よ
う

な
方
法
が
あ
る
の
か
。

Ａ
町
田
市
で
は
学
童
ス
タ
ッ
フ
が
付
き

添
う
移
動
支
援
が
あ
る
。
調
布
市
で
は

付
き
添
い
送
迎
が
１
回
２００
円
で
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
杉
並
区
は
通

所
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
、
児
童

青
少
年
課
に
登
録
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
保
護
者
に
紹
介
し
て
い
る
。

Ｑ
移
動
支
援
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
行
政

な
ど
が
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
か
。

Ａ
希
望
す
る
。
相
談
窓
口
が
一
括
と
な

る
こ
と
も
希
望
す
る
。

【
市
の
担
当
者
に
対
し
て
】

Ｑ
移
動
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
く

に
た
ち
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
窓
口
「
く
に

サ
ポ
」
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
今
後
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
サ
ポ
ー

ト
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
緊
急
に
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
子
ど
も
家

反
対
　
他
の
所
管
す
る
委
員
会
で
賛
成

で
き
な
い
所
が
あ
る
。

賛
成
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
効
果
が

少
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
低

所
得
者
、
子
育
て
支
援
、
地
域
振
興
の

各
対
策
と
な
る
の
で
、
賛
成
す
る
。
事

務
費
が
高
い
の
で
、
抑
え
る
取
り
組
み

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

賛
成　
消
費
税
は
逆
進
性
が
あ
る
が
、

社
会
保
障
が
上
が
っ
て
い
く
中
で
景
気

に
左
右
さ
れ
な
い
財
源
と
し
て
の
消
費

税
の
重
み
は
増
す
。
し
か
し
景
気
の
落

ち
込
み
は
許
さ
れ
な
い
。

賛
成　
空
き
家
対
策
事
業
費
は
法
律
家

な
ど
入
れ
て
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
き
た
が
減
額
に
な
っ
た
。
今
後

問
い
た
だ
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

つ
い
て
は
国
の
政
策
は
正
し
い
と
思
う
。

福
祉
保
険
委
員
会

賛
成　
事
業
団
は
公
立
と
同
じ
よ
う
な

保
育
の
質
を
保
ち
、
伸
ば
し
て
い
く
可

能
性
も
あ
る
。
事
業
団
運
営
に
な
っ
た

後
も
検
証
す
る
こ
と
が
大
切
。

反
対　
事
業
団
と
し
た
点
は
評
価
で
き

る
が
、
民
営
化
に
反
対
。

賛
成　
市
長
が
国
立
市
は
子
育
て
に
本

気
で
取
り
組
む
ん
だ
と
い
う
思
い
を
基

に
作
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

賛
成　
保
護
者
や
働
い
て
い
る
方
の
不

安
は
あ
る
が
、
担
当
部
長
が
頑
張
っ
て

信
頼
を
得
て
い
る
。
理
事
者
も
担
当
と

動
き
、
も
っ
と
不
安
を
取
り
除
い
て
も

ら
い
た
い
。

賛
成　
事
業
団
は
国
立
市
が
全
国
に
先

駆
け
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
の
理
念
を
活
か
し
、
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
を
追
求
し
て
ほ
し
い
。

賛
成　
事
業
団
方
式
に
す
る
こ
と
で
、

保
育
士
の
入
れ
替
わ
り
な
ど
の
保
育
環

境
の
激
変
が
抑
え
ら
れ
る
と
聞
い
て
い

る
。
新
た
な
補
助
金
を
得
る
の
で
保
育

環
境
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

庭
部
・
健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
で

い
つ
ま
で
に
会
議
を
持
ち
、
方
針
を
決

定
す
る
の
か
。

Ａ
最
終
本
会
議
の
前
ま
で
に
話
し
合
い

を
行
い
、
対
応
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
個
別
に
対
応
で
き
る
ケ
ー
ス
は
、
即
、

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

Ａ
福
祉
保
険
委
員
会
が
終
わ
っ
た
段
階

で
陳
情
者
と
個
別
に
話
を
し
、
早
々
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
「
く
に
サ
ポ
」
は
子
ど
も
子
育

て
の
総
合
相
談
窓
口
で
あ
り
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
が
専
門

の
研
修
を
受
け
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

縦
割
り
を
外
し
た
複
数
の
部
署
が
連
携

し
、
地
域
の
協
力
を
生
か
し
て
、
早
急

な
対
応
を
望
む
。

賛
成　
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
自
治
体
も
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
機
能
さ
せ
て
い
く
の
は
「
く
に
サ

ポ
」
で
あ
る
。
身
体
介
助
の
助
成
金
が

他
市
並
み
と
な
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

移
動
支
援
の
方
法
は
多
様
な
選
択
肢
と

な
る
よ
う
要
望
す
る
。

賛
成　
合
理
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
し

ょ
う
が
い
の
あ
る
子
の
学
童
の
通
所
保

障
は
、
教
育
委
員
会
と
行
政
が
連
携
し

な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
連
携
会
議
を
早

急
に
持
ち
対
策
を
最
終
本
会
議
ま
で
に

決
め
、
陳
情
者
や
福
祉
保
険
委
員
会
に

報
告
す
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

賛
成　
移
動
支
援
の
事
業
所
探
し
や
、

毎
日
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
は
、
保
護

者
が
行
う
の
で
は
な
く
、
各
市
長
部
局

と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
、
対
策
を
早

急
に
検
討
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

賛
成　
移
動
支
援
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
ま
だ
見

え
て
こ
な
い
。
制
度
と
し
て
い
く
に
は
、

予
算
と
共
に
市
民
ぐ
る
み
の
検
討
が
必

要
。
今
回
の
陳
情
は
議
会
に
対
す
る
政

策
提
案
と
受
け
止
め
、
関
与
し
て
い
く

責
任
が
あ
る
。

賛
成　
緊
急
対
応
が
必
要
な
お
子
さ
ん

に
関
し
て
は
、
保
護
者
の
方
が
安
心
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
個
別
具
体
的
な
対

策
を
早
急
に
お
願
い
す
る
。
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、
保
護
者
の
方
に
方
法
を
提
示

し
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
の
保
険
の
対
応
を
お
願
い
す

る
。
福
祉
保
険
委
員
会
と
し
て
出
来
得

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
、
今

後
も
注
視
し
て
い
く
。

令和元年度国立市一般会計補正予算（第２号）案を可決しました。
【第40号議案】　[可決]

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

総
務
文
教
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

「安心して働きながらしょうがい児を育てられる環境整備を求める陳情」を
全会一致で採択しました。� 【陳情第5号】福祉保険委員会　[採択]

※イメージ



　　　　　　　令和元年第２回定例会　　各会派の議案への賛否
議案
番号 件 名 概 要

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自

3
風
4

共
３

公
3

新
2

立
1

こ
1

み
１

樹
１

耕
1

市 

長 

提 

出 

議 

案

予 

算 第40号 令和元年度国立市一般会計補正予算（第
２号）案

【補正額：+1億6,219万5,000円】
【補正後総額：304億5,954万1,000円】
【主な内容】プレミアム付商品券販売事務委託料、(仮称)社会福祉法人くにたち
子どもの夢・未来事業団運営補助金、公衆喫煙所設置等工事等による増額。

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
○17・×3

条 

例

第36号 公益的法人等への国立市職員の派遣等
に関する条例の一部を改正する条例案

国立市から職員を派遣することができる公益的法人等に、新たに設立する「社会福
祉法人くにたち子どもの夢・未来事業団」を加えるとともに、規定の整理を行う。 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

○17・×3

第37号 国立市市税賦課徴収条例の一部を改正
する条例案

地方税法等の一部改正に伴い、個人市民税では、ひとり親家庭の非課税措置の
拡充及びふるさと納税制度の見直し、軽自動車税では、軽減制度の見直し等を行
う。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
○20

第38号
アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有す
る軽自動車等に対する軽自動車税の賦課
徴収の特例に関する条例の一部を改正す
る条例案

地方税法等の一部改正に伴い、規定の整理を行う。 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 可決
○11・×9

第39号 国立市災害弔慰金の支給等に関する条
例の一部を改正する条例案

災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正に伴い、災害援護資金の貸付利
率、保証人の要否及び償還方法を定める。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

○20

そ 

の 

他

第35号 市道路線の廃止について 払下げの申請により、一般交通の用に供する必要がない市道路線を廃止する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
○20

第41号 国立市の町区域の変更について
【変更箇所】
国立市大字谷保字天神下及び同字出井崎の一部並びに国立市大字青柳字向新
田、大字谷保字中新田及び同字下新田の区域を国立市谷保六丁目に変更する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
○20

人
事 第42号 国立市監査委員選任の同意について 藤田　貴裕議員【任期 令和元年6月26日～議員の任期中】 無記名投票 ( 投票総数 :19 票 )

同意 :19 票　不同意 : ０票 同意

議 
員 
提 
出 
議 
案

意 

見 

書
・
決 

議

議員提出
第4号

「第９回平和首長会議国内加盟都市会議
総会」開催都市として、アメリカの未
臨界核実験に抗議する決議案

【提出者：重松朋宏議員ほか2名】
平和都市を宣言した国立市議会として、アメリカ合衆国の未臨界核実験に対し
厳重に抗議するとともに、今後一切の核実験の中止と、「核兵器のない世界」
を目指した理性に基づく努力がなされることを強く求める。

× 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決
○13・×6

議員提出
第5号

ＪＲ国立駅へのホームドアの早期整備、
国立駅nonowa口改札の時間延長を求
める決議案

【提出者：青木健議員ほか９名】
下記事項を強く求める。
１.ＪＲ国立駅のホームドアの早期整備をさらに急ぐこと。
２.国立駅nonowa口改札の利用時間を延長すること。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 可決
○19

議員提出
第6号

2019年10月の消費税増税中止を求める
意見書案

【提出者：住友珠美議員ほか４名】
住民の暮らし、地域経済に深刻な打撃を与える、2019年10月からの消費税増
税を中止することを強く求める。

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 欠 〇 可決
○11・×8

議員提出
第7号

沖縄県民投票の結果を尊重し、辺野古
新基地建設の即時中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転について、国民
的議論により、民主主義及び憲法に基
づき公正に解決することを求める意見
書案

【提出者：住友珠美議員ほか２名】
下記事項を強く要請する。
１.普天間飛行場の代替施設として国が名護市辺野古に計画している米軍基地
建設のための埋め立てに対する沖縄県民投票の結果を尊重すること。
２.辺野古新基地建設工事を直ちに中止し、普天間基地を運用停止にすること。
３.全国の市民が、責任を持って、米軍基地が必要か否か、普天間基地の代替施
設が日本国内に必要か否か、必ずしも国内移設を前提としないで、当事者意識
を持った国民的議論を行うこと。
４.国民的議論において普天間基地の代替施設が国内に必要だという結論にな
るのなら、沖縄の歴史及び米軍基地の偏在に鑑み、沖縄以外の全国のすべての
自治体を等しく候補地とし、民主主義及び憲法の規定に基づき、一地域への一
方的な押付けとならないよう、公正で民主的な手続きにより解決すること。

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 欠 〇 可決
○11・×8

陳　
　
情

陳情
第5号

安心して働きながらしょうがい児を育
てられる環境整備を求める陳情

【陳情者：国立市民ほか14名】
①国立市に対し、しょうがいのある子の学童保育所への移動支援が確保され、
安心して働きながら子育てが出来る環境を整えるよう求める。
②しょうがいのある人が安心して移動、余暇活動が出来るよう、ヘルパー等の
支援者、事業所に対し必要な支援を行うよう求める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択
○20

陳情
第6号

石塚陽一議員のセクシュアル・ハラス
メントおよびパワー・ハラスメント行
為に関する事実関係の徹底究明と認定
事実の公表、さらに国立市議会政治倫
理条例、女性と男性及び多様な性の平
等参画を推進する条例を活かす具体的
な対応と施策を求める陳情

【陳情者：国立市民ほか2名】(ほか賛成署名414名)
いまだ、性差別、性暴力がはびこるこの国で、地方自治体として先進的にセク
シュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメントをなくしていくために、下記
事項を求める。
１.石塚陽一氏が２年前に市職員に対して行ったとされる行為について、徹底し
た事実究明を行い、被害者のプライバシーに細心の注意と最大限の配慮をした
うえで、認定された事実とともに、その事実に関する石塚氏本人の現時点での
認識を、市民に公表すること。
２.「国立市議会政治倫理条例」を活かし、セクシュアル・ハラスメント、パワー・
ハラスメントをなくすために議会として然るべき措置あるいは対策を講じるこ
と。
３.国立市におけるセクシュアル・ハラスメントおよびパワー・ハラスメントの
実態を調査し、現状を把握したうえで、「女性と男性及び多様な性の平等参画
を推進する条例」を活かしていくための具体的な政策を提案すること。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 採択
○19

陳情
第7号

国に対し、「消費税増税中止を求める
意見書」の提出を求める陳情

【陳情者：国立市民】
住民の暮らし、地域経済、地方自治体に深刻な打撃を与える消費税増税を中止
することを強く求め、2019年10月の消費税率10％への引き上げ中止を求める
意見書を政府に送付することを求める。

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 欠 〇 採択
○11・×8

陳情
第8号

辺野古新基地建設の即時中止と、普天
間基地の沖縄県外・国外移転につい
て、国民的議論により、民主主義及び
憲法に基づき公正に解決するべきとす
る意見書の採択を求める陳情

【陳情者：全国青年司法書士協議会会長】
下記事項の意見書の提出を求める。
１.辺野古新基地建設工事を直ちに中止し、普天間基地を運用停止にすること。
２.全国の市民が、責任を持って、米軍基地が必要か否か、普天間基地の代替施
設が日本国内に必要か否か当事者意識を持った国民的議論を行うこと。
３.国民的議論において普天間基地の代替施設が国内に必要だという結論になるの
なら、沖縄の歴史及び米軍基地の偏在に鑑み、民主主義及び憲法の規定に基づき、
一地域への一方的な押付けとならないよう、公正で民主的な手続きにより解決す
ること。

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 欠 〇 採択
○11・×8

陳情
第9号

沖縄県民投票の結果を尊重し、辺野古
新基地建設の即時中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転について、国民
的議論により、民主主義及び憲法に基
づき公正に解決するべきとする意見書
の採択に関する陳情

【陳情者：国立市民】(ほか賛成署名974名)
下記事項の意見書の提出を求める。
１.普天間飛行場の代替施設として国が名護市辺野古に計画している米軍基地建設のた
めの埋立てに対する沖縄県民投票の結果を尊重すること。
２.辺野古新基地建設工事を直ちに中止し、普天間基地を運用停止にすること。
３.全国の市民が、責任を持って、米軍基地が必要か否か、普天間基地の代替施
設が日本国内に必要か否か当事者意識を持った国民的議論を行うこと。ただし、
この国民的議論は必ずしも国内移設を前提とするものではない。
４.国民的議論において普天間基地の代替施設が国内に必要だという結論になるの
なら、沖縄の歴史及び米軍基地の偏在に鑑み、沖縄以外の全国のすべての自治体
を等しく候補地とし、民主主義及び憲法の規定に基づき、一地域への一方的な押
付けとならないよう、公正で民主的な手続きにより解決すること。

× 〇 〇 × × 〇 〇 〇 欠 〇 採択
○11・×8
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　傍聴にお越しください。各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。どうぞご覧ください。

会派略称
自＝自由民主党（青木健・石井伸之（議長）・髙柳貴美代・遠藤直弘）　風＝社民・ネット・緑と風（藤田貴裕・古濱薫・重松朋宏・関口博）
共＝日本共産党（高原幸雄・住友珠美・柏木洋志）　公＝公明党（小口俊明・青木淳子・香西貴弘）　新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ）
立＝立憲民主党（稗田美菜子）　こ＝こぶしの木（上村和子）　み＝みらいのくにたち（望月健一）　樹＝樹木の会（石塚陽一）　耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

○：賛成　×：反対　欠：欠席　※：除斥

国立市議会 検索
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旧
駅
舎
の
再
築
を
好
機
と
捉
え

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
！

新
し
い
議
会　
　
石
井 

め
ぐ
み  

議
員

Q
国
立
市
を
持
続
可
能
な
ま

ち
に
す
る
た
め
の
人
口
増
加

策
と
し
て
、
先
ず
は
流
入
人

口
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
が

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

A
市
民
や
商
店
街
の
ご
協
力

の
も
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
拡
大

や
市
内
ロ
ケ
の
誘
致
な
ど
、

来
街
者
を
増
や
す
施
策
を
行

っ
て
い
る
。

Q
住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
と

し
て
の
評
価
は
高
い
の
に
、

住
み
た
い
ま
ち
に
は
選
ば
れ

な
い
。
ま
ち
の
魅
力
を
市
外

に
十
分
に
発
信
で
き
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

A
市
内
へ
は
市
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
る
が
、

市
外
へ
の
総
合
的
な
プ
ロ
モ

―
シ
ョ
ン
は
、
該
当
す
る
部

署
や
専
門
的
な
人
材
が
い
な

い
こ
と
で
課
題
が
あ
る
。

Q
駅
舎
の
再
築
は
市
を
宣
伝

す
る
大
き
な
好
機
に
な
る
。

募
集
し
て
い
る
旧
国
立
駅
舎

の
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ

ー
は
、
裁
量
権
を
持
っ
て
国

立
市
を
総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
で
き
る
人
材
が
望
ま
し

い
と
思
う
が
、
市
長
は
ど
う

考
え
る
か
。

A
行
政
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い

業
務
を
や
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
の
で
、
仕
事
し
や

す
い
環
境
整
備
な
ど
こ
れ
か

ら
内
部
で
検
討
し
た
い
。

他
、
外
国
籍
の
市
民
が
不
自

由
な
く
暮
ら
す
た
め
の
多
文

化
共
生
に
つ
い
て
質
問
。

教
育
・
医
療
・
行
財
政
改
革
を
進
め
、

生
活
の
不
安
を
減
ら
せ
！

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　
望
月 

健
一  

議
員

Q
子
ど
も
に
関
す
る
基
本
条

例
制
定
を
ど
う
考
え
る
か
。

A
子
ど
も
総
合
計
画
審
議
会

で
審
議
す
る
。

Q
中
学
校
の
制
服
、
ス
ラ
ッ

ク
ス
、
ス
カ
ー
ト
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

A
次
年
度
か
ら
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

Q
ひ
と
り
親
世
帯
の
所
得

２００
万
円
以
下
、
1３５
万
円
以
下

の
割
合
は
。

A
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
64
％
、

53
％
で
あ
る
。

Q
学
習
支
援
事
業
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
子
ど
も
に
し
っ
か

り
つ
な
ぐ
べ
き
で
は
。

A
そ
の
方
法
に
つ
い
て
き
ち

ん
と
検
討
す
る
。

Q
が
ん
対
策
基
本
条
例
の
制

定
を
す
べ
き
で
は
。

A
研
究
す
る
。

Q
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
補
助
を
子
ど
も
に
も
拡

大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
医
師
会
の
意
見
を
聴
き
、

検
討
す
る
。

Q
行
財
政
改
革
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

（
定
型
業
務
の
自
動
化
）
及

び
市
役
所
業
務
の
棚
卸
し
の

進
捗
状
況
は
。

A
業
務
の
棚
卸
に
つ
い
て
は

秋
頃
、
中
間
報
告
を
す
る
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
に
関
し
て
は
、
業
務

プ
ロ
セ
ス
分
析
を
行
う
中
で

導
入
可
能
性
を
探
る
。

Q
庶
務
業
務
の
集
約
化
で
改

善
で
き
る
も
の
は
あ
る
か
。

A
出
退
勤
シ
ス
テ
ム
の
効
率

化
な
ど
を
検
討
研
究
す
る
。

市
民
負
担
に
か
か
わ
る
問
題
と

北
地
域
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　
　
柏
木　
洋
志  

議
員

Q
国
立
市
行
政
経
営
方
針
に

て
国
保
赤
字
解
消
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

A
現
在
具
体
的
方
針
は
な
い

が
、
今
後
国
保
料
見
直
し
を

す
る
場
合
で
も
低
所
得
の
方

の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

Q
容
器
包
装
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ご
み
袋
は
高
す
ぎ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

A
排
出
抑
制
・
適
正
排
出
の

観
点
で
今
後
も
ご
理
解
ご
協

力
を
頂
き
た
い
。

Q
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
が
、
東

大
和
市
で
は
協
定
を
結
び
ご

み
回
収
機
を
設
置
し
た
。
国

立
市
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
。

A
東
大
和
市
が
企
業
と
結
ん

だ
協
定
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
す
が
、

国
立
市
と
し
て
は
エ
コ
シ
ョ

ッ
プ
認
定
し
推
進
し
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。
今
後
参
考

に
な
る
も
の
は
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
中
央
線
北
側
側
道
の
北
三

丁
目
付
近
に
あ
る
保
育
園
周

辺
に
信
号
機
設
置
の
要
望
が

あ
る
が
ど
う
か
。

A
高
架
下
商
業
施
設
や
保
育

園
へ
の
利
用
者
増
加
は
認
識

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
警

察
署
・
警
視
庁
な
ど
と
協
議

し
た
が
、
基
準
に
満
た
な
い

と
い
う
事
で
見
送
ら
れ
て
い

る
現
状
が
あ
る
。
今
後
警
視

庁
か
ら
の
通
知
が
出
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
園
と
協
力
し

て
協
議
の
上
要
望
を
上
げ
る

な
ど
対
応
を
し
て
い
く
。

市
民
要
望
を
中
心
に
し
た

施
策
の
展
開
を
！

日
本
共
産
党　
　
住
友 

珠
美  

議
員

Q
第
二
小
学
校
改
築
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
策
定
中
だ
が
、

住
民
よ
り
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
通
学
路
の
安
全
確
保

と
バ
ス
停
ベ
ン
チ
設
置
を
要

望
す
る
が
ど
う
か
。

A
歩
道
の
拡
幅
な
ど
周
辺
道

路
に
面
し
て
広
が
り
の
あ
る

空
間
づ
く
り
を
行
う
方
針
は

あ
る
が
具
体
的
な
ベ
ン
チ
は

入
っ
て
い
な
い
。

Q
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
を
前
向
き

に
進
め
て
い
る
国
立
市
と
し

て
、
更
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
条
例
を
制
定
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

A
現
在
、
多
様
な
性
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
に
関
し
て

は
次
の
検
討
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。

Q
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
対
象
者
は

多
岐
に
渡
っ
て
い
る
が
周
知

が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
市
内
小
中
学
校
に

向
け
た
周
知
・
理
解
促
進
や
、

わ
く
わ
く
塾
の
メ
ニ
ュ
ー
化

な
ど
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

A
小
中
学
生
に
対
す
る
普
及

啓
発
は
今
後
実
施
方
法
に
つ

い
て
詰
め
た
い
。
わ
く
わ
く

塾
の
メ
ニ
ュ
ー
化
は
検
討
の

一
つ
と
し
て
考
え
る
。

Q
ご
み
出
し
困
難
者
へ
の
き

め
細
か
い
対
応
が
出
来
て
い

な
い
が
ど
う
す
る
の
か
。

A
困
難
者
は
福
祉
部
が
把
握

し
て
い
る
事
も
あ
る
の
で
状

況
把
握
に
努
め
た
い
。

多
様
な
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る

中
学
標
準
服
は
柔
軟
な
選
択
肢
を

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
古
濱 

薫  

議
員

Q
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
ア

レ
ル
ギ
ー
食
対
応
は
。

A
ま
ず
は
乳
と
卵
か
ら
除
去

食
を
始
め
、
専
用
の
調
理
室

に
専
属
の
調
理
員
を
配
置
し

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
。

Q
小
中
学
校
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

対
応
は
。
併
せ
て
中
学
校
標

準
服
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
以
外
の
観

点
か
ら
も
ス
カ
ー
ト
や
ス
ラ

ッ
ク
ス
、
そ
の
他
自
由
に
選

択
で
き
る
環
境
を
望
む
。

A
'１9
年
度
ま
で
は
個
別
対
応

し
て
い
く
が
、
学
校
や
事
業

者
と
も
相
談
し
て
、
'2０
年
度

か
ら
は
体
系
的
に
や
っ
て
い

き
た
い
。

Q
'2０ 
年
度
二
中
に
開
設
さ
れ

る
情
緒
固
定
級
に
つ
い
て
、

生
徒
達
が
お
互
い
を
尊
重
し

て
い
け
る
よ
う
な
指
導
は
。

A
全
校
生
徒
へ
の
講
話
実
施

と
共
に
日
常
で
の
教
育
活
動

の
中
で
し
っ
か
り
実
践
し
て

い
く
。

Q
国
立
市
も
助
成
し
て
い
る
、

広
域
で
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
に

取
り
組
む
民
間
団
体
が
資
金

及
び
人
材
の
不
足
で
、
2０
年

３
月
閉
鎖
の
予
定
と
な
っ
た

が
市
の
思
い
は
。

A
【
市
長
】
長
い
間
の
貢
献

に
感
謝
。
新
し
い
形
の
被
害

者
支
援
が
問
わ
れ
る
中
、
共

に
支
え
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

他
、
小
中
学
校
に
お
け
る
事

故
及
び
熱
中
症
対
策
、
中
学

校
部
活
動
運
営
、
市
内
Ｄ
Ｖ

被
害
及
び
児
童
虐
待
の
現
状

に
つ
い
て
質
問
。

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨
をまとめたものを掲載しています。

手
放
さ
な
い
で
！
学
校
給
食

耕
す
未
来
＠
く
に
た
ち　
　
小
川 

宏
美  

議
員

Q
新
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
て
か
え
で
大
き
な
変
化
が

起
き
る
。
市
と
委
託
事
業
者

の
間
に
特
別
目
的
会
社
Ｓ
Ｐ

Ｃ
が
入
る
。
こ
の
中
間
会
社

に
儲
け
が
出
る
の
で
は
。

A
Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
事
業
全
体
で
運

営
す
る
の
で
、
市
の
負
担
す

る
委
託
料
は
圧
縮
で
き
る
可

能
性
も
あ
る
。

Q
市
が
給
食
に
支
出
し
て
い

る
金
額
を
Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
払
っ
て

い
く
形
な
の
か
。

A
そ
の
と
お
り
だ
。

Q
こ
の
方
式
で
は
設
計
・
整

備
・
維
持
管
理
・
調
理
・
運

送
・
配
膳
ま
で
す
べ
て
民
間

業
者
が
お
こ
な
う
。
民
営
化

で
は
な
い
か
。
疑
問
が
多
い
。

A
全
体
と
し
て
直
営
の
中
で

部
分
委
託
し
て
い
く
形
だ
。

Q
旧
駅
舎
を
生
か
し
た
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
を
望
む
。
旧

駅
舎
左
右
の
空
間
確
保
の
た

め
の
用
地
確
保
の
協
議
は
す

す
ん
で
い
る
の
か
。

A
で
き
る
だ
け
広
い
空
間
を

確
保
す
る
よ
う
協
議
中
だ
。

Q
協
議
先
の
Ｊ
Ｒ
首
都
圏
え

き
ま
ち
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、

駅
づ
く
り
か
ら
ま
ち
づ
く
り

へ
を
展
望
し
て
い
る
。
市
の

ス
タ
ン
ス
で
あ
る
「
景
観
・

文
化
・
環
境
」
を
理
解
し
て

も
ら
っ
て
交
渉
し
て
欲
し
い
。

A
市
や
市
民
の
考
え
は
Ｊ
Ｒ

に
伝
わ
っ
て
い
る
。

他
、
「
緑
の
基
本
計
画
」
の

目
標
に
沿
っ
て
緑
を
保
全
し

て
い
く
施
策
を
質
問
。

不
要
な
看
板
を
撤
去
へ
！

新
し
い
議
会　
　
藤
江 

竜
三  

議
員

Q
市
内
に
は
無
駄
と
思
え
る

公
共
看
板
が
多
数
あ
る
。
不

要
不
急
の
看
板
を
設
置
し
な

い
た
め
に
、
看
板
の
統
一
的

な
指
針
を
作
れ
な
い
か
。

A
公
共
建
築
物
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
屋
外
広
告
物
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
を
作
成
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で

公
共
看
板
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

Q
第
二
小
学
校
周
囲
の
歩
道

を
拡
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
歩
道
を
拡
幅
し
、
ポ
ケ
ッ

ト
広
場
を
設
置
す
る
と
い
っ

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
具

体
的
に
は
今
後
、
市
民
等
の

意
見
を
踏
ま
え
進
め
て
い
き

た
い
。

Q
市
長
が
国
立
市
の
学
校
の

建
て
替
え
に
期
待
す
る
こ
と

と
、
懸
念
す
る
こ
と
は
。

A
期
待
は
地
域
に
開
か
れ
、

多
様
性
が
認
め
ら
れ
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
が
実
現
で

き
る
よ
う
な
学
校
づ
く
り
を

お
願
い
し
た
い
。
懸
念
は
、

財
政
で
あ
る
。
１
校
3０
億
円

と
い
う
よ
う
な
お
金
が
こ
れ

か
ら
連
続
的
に
か
か
っ
て
い

く
中
に
お
い
て
、
資
産
を
売

却
し
て
、
お
金
を
生
み
出
し

て
そ
の
金
を
建
設
費
に
回
し

て
資
産
を
つ
け
か
え
し
、
同

様
の
機
能
を
つ
け
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
国
や
都
の
補
助
金
の
獲

得
も
き
っ
ち
り
と
す
る
必
要

が
あ
る
。

持
続
可
能
な
環
境
・
社
会
・
経
済

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
足
元
か
ら

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
重
松 

朋
宏  

議
員

Q
市
全
体
の
気
候
変
動
対
策

の
実
効
性
を
ど
う
高
め
る
か
。

A
地
球
温
暖
化
対
策
プ
ラ
ン

の
執
行
管
理
と
市
民
の
機
運

醸
成
を
し
っ
か
り
進
め
る
。

Q
市
役
所
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

削
減
、
グ
リ
ー
ン
購
入
、
契

約
電
力
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
を
ど
う
進
め
る
か
。

A
ま
ず
庁
内
で
し
っ
か
り
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q
家
庭
ご
み
減
免
の
袋
配
布

枚
数
を
調
整
し
、
減
量
と
負

担
軽
減
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

A
制
度
設
計
が
難
し
い
。

Q
子
育
て
世
帯
、
低
収
入
世

帯
、高
齢
世
帯
の
住
宅
確
保・

家
賃
補
助
を
進
め
な
い
か
。

A
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

法
に
基
づ
き
、
ま
ず
居
住
支

援
の
連
携
体
制
を
つ
く
る
。

Q
国
民
健
康
保
険
の
負
担
を
、

一
般
の
社
会
保
険
な
み
に
下

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
数
値
目
標
を
含
め
、
国
と

都
に
要
望
を
検
討
し
た
い
。

Q
持
続
可
能
な
財
政
に
つ
い

て
。
今
後
数
十
年
、
い
つ
頃
、

ど
ん
な
事
業
を
、
ど
れ
く
ら

い
の
負
担
で
行
う
か
、
わ
か

り
や
す
く
提
示
で
き
な
い
か
。

A
中
期
収
支
見
通
し
は
行
政

内
部
向
け
な
の
で
、
市
民
へ

の
周
知
広
報
を
研
究
し
た
い
。

Q
'3０ 
年
に
目
指
す
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

A
次
の
総
合
基
本
計
画
や
行

政
計
画
に
取
り
入
れ
ら
れ
な

い
か
、
検
討
し
て
い
る
。
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谷
保
第
三
公
園
の
砂
ぼ
こ
り
対
策
、

少
子
化
社
会
を
変
え
る
取
り
組
み

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
藤
田 

貴
裕  

議
員

Q
谷
保
第
三
公
園
の
砂
ぼ
こ

り
対
策
で
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
の
設
置
や
周
辺
に
花
を
植

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置

す
る
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修

が
必
要
に
な
り
、
費
用
対
効

果
の
面
も
あ
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
を
募
り
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
を
設
置
す
る
こ
と
は
多
面

的
に
考
え
た
い
。
花
植
え
に

関
し
て
は
市
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

Q
幼
稚
園
児
保
護
者
負
担
軽

減
補
助
金
の
、
市
の
上
乗
せ

分
は
残
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

A
市
内
の
幼
稚
園
長
と
意
見

交
換
し
た
り
、
26
市
の
状
況

を
見
て
判
断
し
た
い
。

Q
就
労
し
て
い
る
保
護
者
が

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を
利

用
す
る
場
合
、
補
助
金
が
増

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
手
続

き
が
い
る
の
か
。

A
週
３
日
以
上
か
つ
１2
時
間

以
上
就
労
し
て
い
る
場
合
、

保
育
の
認
定
を
受
け
れ
ば
無

償
化
の
対
象
に
な
る
。
市
に

申
請
を
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
文
書
で
案
内
し
た
い
。

Q
特
定
不
妊
治
療
の
市
の
上

乗
せ
助
成
は
、
都
補
助
の
改

善
を
受
け
、
拡
大
し
た
と
考

え
て
い
い
か
。

A
都
の
所
得
要
件
が
7３０
万
か

ら
９０５
万
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

年
齢
要
件
も
緩
和
さ
れ
た
。

都
の
助
成
拡
大
を
受
け
市
の

要
件
も
拡
大
し
た
。

在
宅
病
児
施
策
の
充
実
を

自
由
民
主
党　
　
青
木 

健  

議
員

Q
南
部
地
域
に
お
け
る
狭
隘

道
路
整
備
の
予
定
に
つ
い
て
。

A
質
問
議
員
か
ら
の
ご
指
摘

を
踏
ま
え
、
業
務
へ
の
取
り

組
み
を
強
化
し
、
積
極
的
に

制
度
の
周
知
を
図
り
た
い
。

Q
石
田
街
道
の
歩
道
拡
幅
は

ど
の
よ
う
な
進
捗
状
況
か
。

A
今
回
質
問
さ
れ
て
い
る
崖

線
下
の
橋
の
拡
幅
に
つ
い
て

は
、
ひ
び
割
れ
防
水
の
補
修

工
事
を
行
う
と
と
も
に
高
欄

や
縁
石
等
の
張
り
出
し
部
分

を
撤
去
す
る
工
事
を
行
う
。

Q
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
国
立
ｗ
ｅ

ｓ
ｔ
か
ら
富
士
見
通
り
に
抜

け
る
道
路
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
さ
れ

て
き
た
の
か
。

A
高
架
下
の
プ
ラ
ザ
、
旧
国

立
駅
舎
の
再
築
や
北
口
の
整

備
も
進
む
中
、
回
遊
性
に
向

け
た
歩
行
者
の
動
線
誘
導
の

重
要
性
を
認
識
し
、
地
元
商

工
関
係
者
と
と
も
に
地
権
者

と
の
話
し
合
い
を
今
後
も
引

き
続
き
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

Q
医
療
ケ
ア
の
必
要
な
未
就

学
児
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

A
補
装
具
を
購
入
さ
れ
る
場

合
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
原

則
９
割
が
自
立
支
援
給
付
費

で
支
給
さ
れ
る
が
こ
れ
に
は

所
得
制
限
が
あ
る
。
質
問
議

員
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
よ

り
き
め
細
や
か
な
対
応
が
出

来
る
よ
う
に
、
保
護
者
の
方

や
主
治
医
の
先
生
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

市
は
課
題
を
解
決
す
る

取
り
組
み
を
！

立
憲
民
主
党　
　
稗
田 

美
菜
子  

議
員

Q
新
し
い
南
口
の
ロ
ー
タ
リ

ー
で
は
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時

に
は
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
ロ

ー
タ
リ
ー
内
に
滞
留
し
、
乗

降
の
為
に
二
重
停
車
等
が
起

こ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
安
全

対
策
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

A
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
案
は
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
了

解
も
得
た
中
で
作
成
し
て
き

て
い
る
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
の
中
で
運
用
し
て
い
く
。

Q
現
状
の
ま
ま
だ
と
危
険
が

予
測
で
き
る
。
会
議
以
外
で

事
業
者
側
か
ら
相
談
は
。

A
４
月
１7
日
に
あ
っ
た
。

Q
し
ょ
う
が
い
児
の
移
動
支

援
に
つ
い
て
昨
年
と
今
年
で

同
様
の
相
談
に
対
し
ど
う
改

善
し
た
か
。

A
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
ヘ

ル
パ
ー
が
見
つ
か
ら
な
い
こ

と
に
つ
い
て
は
し
ょ
う
が
い

し
ゃ
支
援
課
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
間
に
入
り
、
事
業
所

や
地
域
参
加
型
介
護
サ
ポ
ー

ト
、
社
協
の
安
心
サ
ー
ビ
ス

や
地
域
の
民
生
児
童
委
員
さ

ん
な
ど
に
相
談
し
て
や
っ
と

見
つ
け
た
。

Q
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
含

め
た
療
育
の
在
り
方
を
市
長

は
ど
う
考
え
る
か
。

A
【
市
長
】
個
々
の
状
況
に

寄
り
添
う
形
で
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
は
何
か
総
合
的
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
供
給

で
き
る
体
制
を
築
い
て
い
く

の
が
行
政
の
使
命
と
考
え
る
。

他
、
居
場
所
づ
く
り
を
質
問
。
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街
の
賑
わ
い
創
出
と
庁
内
で
起
き
た

個
人
情
報
の
目
的
外
利
用

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風　
　
関
口 

博  

議
員

Q
旧
国
立
駅
舎
と
円
形
公
園

を
一
体
的
に
活
用
し
賑
わ
い

を
創
出
し
て
ほ
し
い
。
募
集

中
の
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
人
か
。

A
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ベ
ー
ス

に
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
人

を
巻
込
ん
で
展
開
で
き
る
人
。

Q
個
人
商
店
、
中
小
企
業
者

を
支
援
す
る
エ
フ
ビ
ズ
を
何

時
立
ち
上
げ
る
の
か
。

A
令
和
２
年
度
の
予
算
編
成

を
見
据
え
て
検
討
し
て
い
る
。

Q
警
察
等
の
公
権
力
が
市
民

の
個
人
情
報
を
目
的
外
利
用

し
て
い
る
こ
と
を
市
民
に
知

ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

Q
市
長
が
行
政
報
告
で
行
っ

た
損
害
賠
償
事
件
と
は
、
職

員
が
市
民
の
個
人
情
報
を
目

的
外
利
用
し
た
件
か
。

A
目
的
外
利
用
の
件
で
あ
る
。

Q
こ
の
件
は
、
行
政
報
告
で

市
長
が
発
言
し
て
公
に
な
っ

た
が
、
身
近
に
起
き
た
事
件

が
な
ぜ
職
員
間
で
共
有
さ
れ

な
い
の
か
疑
問
で
あ
る
。
市

長
は
こ
の
件
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

A
【
市
長
】
私
自
身
非
常
に

シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
情
報

の
目
的
外
利
用
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
で
市
民
に
不
安
を
与

え
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
遺

憾
で
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
。
個
人
情
報
保
護
の
徹
底

と
制
度
運
用
に
つ
い
て
庁
内

で
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

市
長
の
施
策
へ
の
思
い
と
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
事
項
を
質
問

樹
木
の
会　
　
石
塚　
陽
一  

議
員

Q
市
長
の
ま
ち
づ
く
り
の
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

A
差
別
・
偏
見
等
を
排
除
し

お
互
い
の
多
様
性
を
認
め
合

う
意
識
を
持
ち
、
考
え
方
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。

Q
教
育
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
予
算
を
増
や
し
て
は
。

A
市
の
施
策
ご
と
の
バ
ラ
ン

ス
で
は
な
く
特
定
財
源
投
入

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
る
。

Q
公
共
施
設
の
見
直
し
費
用

の
捻
出
と
そ
の
活
用
施
策
は
。

A
不
要
な
用
地
の
売
却
や
民

間
業
者
と
の
調
整
に
努
め
る
。

Q
東
二
丁
目
の
寄
贈
さ
れ
た

土
地
の
具
体
的
運
用
方
法
は
。

A
土
地
の
権
利
関
係
の
確
認

も
済
み
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
の
公
募
へ
。

Q
東
の
ミ
ニ
コ
ー
ポ
た
ま
ら

ん
坂
店
の
閉
店
で
高
齢
者
等

が
買
い
物
に
不
便
を
き
た
し

て
い
る
が
市
の
救
済
施
策
は
。

A
利
活
用
を
試
み
た
こ
と
が

あ
る
が
所
有
者
の
意
思
の
確

認
が
必
要
と
考
え
る
。

Q
大
学
通
り
の
自
転
車
の
凹

凸
の
損
傷
部
分
の
改
修
を
都

に
要
請
し
て
ほ
し
い
。

A
整
備
を
求
め
る
意
見
書
に

対
し
都
は
自
転
車
道
と
し
て

の
整
備
完
了
後
は
維
持
管
理

を
市
に
引
き
継
ぐ
と
の
こ
と
。

Q
国
立
駅
舎
再
構
築
後
の
両

脇
の
駅
前
広
場
の
空
地
確
保
。

A
当
局
と
協
議
中
だ
が
両
脇

に
建
築
あ
る
い
は
開
発
に
関

す
る
具
体
的
な
内
容
は
な
い
。

一般質問  要旨・発言順

高
齢
化
集
合
住
宅
に
対
応
し
た

自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ
を

公
明
党　
　
小
口 

俊
明  

議
員

Q
高
齢
化
集
合
住
宅
で
避
難

に
重
点
を
置
い
た
自
主
防
災

組
織
を
検
討
で
き
な
い
か
。

A
自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ

の
意
思
の
あ
る
と
こ
ろ
に
職

員
が
出
向
き
、
意
見
交
換
し

た
い
。

Q
青
柳
南
団
地
を
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

A
自
治
会
に
職
員
が
出
向
き

話
し
合
い
を
始
め
た
い
。

Q
風
水
害
に
対
応
す
る
国
立

版
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
そ
の
後

の
取
り
組
み
は
。

A
東
京
都
が
作
成
し
た
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用
し
国

立
版
を
作
成
し
て
い
く
。

Q
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
が
導
入

さ
れ
た
が
電
動
ア
シ
ス
ト
な

ど
の
要
望
は
実
現
し
た
か
。

A
全
車
輌
が
電
動
ア
シ
ス
ト

タ
イ
プ
で
あ
る
。
ポ
ー
ト
の

増
設
が
課
題
で
あ
る
。

Q
路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
泉
団
地
発
、
操
車
場
発
の

本
数
が
減
っ
て
い
る
が
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A
事
業
者
か
ら
は
利
用
状
況

を
見
て
検
討
と
し
て
い
る
。

市
と
し
て
も
注
視
し
た
い
。

他
、
抜
け
道
と
な
っ
て
い
る

生
活
道
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
高
齢
者
・
し
ょ
う
が

い
し
ゃ
に
優
し
い
歩
行
者
用

信
号
機
の
要
望
に
つ
い
て
、

市
内
小
売
店
舗
へ
の
容
プ
ラ

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
推
進
に

つ
い
て
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

の
改
善
に
つ
い
て
質
問
。

交
通
安
全
対
策
と

防
災
・
減
災
対
策
を
問
う

公
明
党　
　
青
木 

淳
子  

議
員

Q
交
通
弱
者
対
策
を
問
う
。

A
安
心
・
安
全
な
ま
ち
の
実

現
の
為
、
交
通
安
全
教
室
の

強
化
、
高
齢
者
の
運
転
免
許

自
主
返
納
、
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
促
進
、
歩
道
等

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

視
覚
し
ょ
う
が
い
者
や
高
齢

者
に
優
し
い
横
断
歩
道
や
信

号
機
設
置
の
推
進
、
交
差
点

の
隅
切
り
確
保
、
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の
点
検
と
見
直
し
の

検
討
等
の
施
策
を
検
討
す
る
。

Q
保
育
園
側
か
ら
安
全
性
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
指

摘
箇
所
の
対
応
を
問
う
。

A
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
等

も
含
め
、
安
全
対
策
を
検
討

し
立
川
警
察
へ
要
望
す
る
。

Q
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
減

災
対
策
推
進
事
業
を
問
う
。

A
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
設

置
率
を
高
め
る
事
業
と
出
火

危
険
度
の
高
い
地
域
の
家
庭

用
消
火
器
配
備
促
進
の
為
、

購
入
費
用
の
半
分
を
市
で
補

助
す
る
事
業
を
行
う
。

Q
防
災
の
担
い
手
作
り
の
為

荒
川
区
の
よ
う
に
中
学
校
に

防
災
部
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

A
先
進
的
な
事
例
と
し
て
、

学
校
に
情
報
提
供
す
る
。

Q
国
分
寺
市
で
実
施
し
て
い

る
市
民
防
災
ま
ち
づ
く
り
学

校
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

A
国
分
寺
市
の
担
当
者
か
ら

話
を
聞
き
、
国
立
市
に
有
効

な
手
立
て
を
考
え
る
。

他
、
学
校
開
放
を
質
問
。

小
学
校
の
複
合
化
に
つ
い
て

崖
線
の
管
理
に
つ
い
て

自
由
民
主
党　
　
遠
藤 

直
弘  

議
員

Q
七
小
の
通
学
路
工
事
に
伴

う
迂
回
路
の
ら
せ
ん
階
段
の

改
良
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

A
警
備
員
の
配
置
と
マ
ン
ホ

ー
ル
な
ど
の
段
差
解
消
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
、
転
落
防
止
柵
、

樹
木
剪
定
、
ら
せ
ん
階
段
の

洗
浄
を
行
う
。

Q
崖
線
の
樹
木
が
育
ち
す
ぎ

る
事
に
よ
る
苦
情
を
多
く
聞

く
。
市
は
崖
線
の
緑
を
緑
の

軸
と
し
て
市
を
象
徴
す
る
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ
と
位
置

付
け
て
い
る
が
市
民
が
管
理

し
て
い
る
民
地
が
多
く
管
理

が
難
し
い
と
思
う
。
今
後
ど

の
よ
う
に
管
理
す
る
の
か
教

え
て
ほ
し
い
。

A
民
有
樹
木
地
の
所
有
者
に

と
っ
て
多
額
の
維
持
管
理
費

が
必
要
で
、
放
置
さ
れ
る
事

を
懸
念
す
る
。
管
理
が
出
来

て
い
な
い
所
は
昼
も
光
が
届

か
ず
生
物
の
多
様
性
が
損
な

わ
れ
る
事
や
交
通
の
妨
げ
、

防
犯
上
も
好
ま
し
く
な
い
。

基
本
方
針
を
今
後
決
め
る
。

Q
二
小
の
建
て
替
え
は
複
合

化
を
す
る
方
針
を
出
し
た
が

ど
の
年
代
で
も
使
え
る
施
設

を
要
望
す
る
。
ど
の
よ
う
な

施
設
に
な
る
の
か
。

A
西
福
祉
館
を
移
転
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス

や
貸
し
ス
ペ
ー
ス
、
学
童
保

育
所
、
乳
幼
児
親
子
が
集
え

る
所
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

Q
駐
車
場
の
設
置
は
。

A
児
童
の
安
全
に
配
慮
し
て

設
置
す
る
事
も
考
え
て
い
る
。
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子
ど
も
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限

を
撤
廃
し
中
学
生
ま
で
拡
大
を
！

公
明
党　
　
香
西 

貴
弘  

議
員

Q
義
務
教
育
世
帯
に
お
い
て
、

所
得
に
関
ら
ず
誰
も
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

の
所
得
制
限
の
撤
廃
を
、
一

日
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
を

求
め
る
が
。

A
実
現
可
能
な
方
向
で
、
行

財
政
運
営
を
ど
う
し
て
い
く

べ
き
か
を
改
め
て
検
討
す
る
。

Q
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

の
条
例
制
定
に
向
け
て
最
も

大
切
な
視
点
は
何
か
。

A
当
事
者
の
方
の
意
思
決
定

を
ど
の
よ
う
に
保
障
で
き
る

か
の
点
に
あ
る
。

Q
市
民
後
見
人
養
成
講
座
の

結
果
と
今
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

A
７
名
の
市
民
後
見
人
候
補

者
が
誕
生
し
た
。
既
に
２
名

の
方
が
後
見
活
動
に
従
事
。

今
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

や
連
絡
会
を
開
催
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
監
督
業
務
を

受
任
し
活
動
を
支
援
す
る
。

Q
全
戸
配
布
さ
れ
た
冊
子「
く

に
た
ち
災
害
対
策
（
保
存

版
）
」
で
は
、
震
災
時
の
火

災
に
伴
う
焼
失
率
や
避
難
率

の
高
さ
に
基
づ
く
実
際
の
危

険
性
を
、
し
っ
か
り
と
伝
え

き
れ
て
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A
指
摘
に
つ
き
、
延
焼
火
災

へ
の
危
機
意
識
に
つ
な
が
る

よ
う
な
掲
載
を
、
改
訂
時
に

行
う
方
向
で
検
討
す
る
。

他
、
国
立
駅
南
側
周
辺
に
お

け
る
市
営
自
転
車
駐
車
場
の

短
時
間
一
時
利
用
の
無
料
化

要
望
へ
の
対
応
を
質
問
。

女
性
の
部
長
が
一
人
も
い
な
い
の

は
問
題
！
積
極
的
改
善
策
導
入
を

こ
ぶ
し
の
木　
　
上
村 

和
子  

議
員

Q
３
月
議
会
で
人
権
セ
ン
タ

ー
の
設
置
に
つ
い
て
提
案
し

た
が
、
そ
の
後
の
検
討
は
。

A
人
権
に
関
す
る
行
政
や
地

域
に
お
け
る
歴
史
的
経
過
を

周
知
・
啓
発
す
る
場
は
必
要
。

Q
６
月
末
に
決
ま
る
教
育
大

綱
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
内
容
は
何
か
。

A
【
市
長
】
前
文
に
人
権
・

平
和
多
様
性
条
例
の
基
本
理

念
で
あ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
入
れ
、
フ

ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を

目
指
す
。

Q
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り

に
つ
い
て
、
女
性
の
部
長
が

1
人
も
い
な
い
現
状
を
打
開

す
る
た
め
に
、
一
定
の
割
合

を
女
性
と
す
る
積
極
的
改
善

策
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市
行
政
の
最
高
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
庁
議
に
女
性
が
い

な
い
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。

A
ク
オ
ー
タ
ー
制
の
提
案
か

と
思
う
が
、
管
理
職
を
目
指

す
目
指
さ
な
い
は
個
人
の
選

択
の
側
面
も
あ
り
現
段
階
で

は
良
い
方
法
と
は
思
え
な
い

面
も
あ
る
。
誰
も
が
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
地

道
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

他
、
防
災
計
画
の
中
に
Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
の
視
点
は
あ
る
か
、
国

立
ら
し
い
成
年
後
見
人
制
度

に
つ
い
て
、
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
る
人
た
ち
が
集
え
る
出

張
カ
フ
ェ
、
自
習
室
、
国
立

版
学
習
権
宣
言
等
を
質
問
。

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問
することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しています。一般質問  要旨・発言順

旧
国
立
駅
舎
開
業
イ
ベ
ン
ト
を

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る
準
備
を
！

自
由
民
主
党　
　
髙
柳 

貴
美
代  

議
員

Q
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
充
実
の
た
め
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
行
う
家

事
手
伝
い
サ
ー
ビ
ス
を
周
知

し
て
欲
し
い
が
い
か
が
か
。

A
今
後
は
子
供
の
送
迎
や
お

預
か
り
な
ど
の
育
児
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
買
物
、

食
事
の
支
度
、
清
掃
、
洗
濯

等
家
事
援
助
も
受
け
ら
れ
る

旨
を
市
民
に
周
知
し
た
い
。

Q
前
議
会
で
、
市
庁
舎
駐
車

場
に
思
い
や
り
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
を
提
案
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

A
運
営
管
理
業
者
と
の
協
議

の
結
果
、
新
た
に
２
台
分
を

優
先
駐
車
室
と
し
て
設
置
可

能
。
今
後
先
進
市
の
実
情
を

踏
ま
え
、
表
示
方
法
や
設
置

方
法
等
を
検
討
し
８
月
を
め

ど
に
準
備
を
進
め
て
参
る
。

Q
子
育
て
応
援
寄
付
つ
き
自

動
販
売
機
を
増
や
す
予
定
は
。

A
今
後
公
共
施
設
へ
の
設
置

に
限
ら
ず
、
市
内
各
所
へ
の

設
置
の
可
能
性
を
視
野
に
入

れ
検
討
を
進
め
て
参
り
た
い
。

Q
令
和
２
年
４
月
旧
国
立
駅

舎
開
業
イ
ベ
ン
ト
を
ま
ち
開

き
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
商
店
会
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
市
民
の
意

を
受
け
、
早
急
に
行
動
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
皆
様
の
意
を
受
け
、
話
し

合
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
早
急
に

作
り
、
一
緒
に
開
設
を
喜
び

合
い
将
来
に
繋
げ
る
方
向
を

見
出
し
て
参
り
た
い
。

市
民
負
担
増
の
使
用
料
・
手
数
料
の

値
上
げ
は
中
止
を

日
本
共
産
党　
　
高
原 

幸
雄  

議
員

Q
印
鑑
証
明
や
住
民
票
を
は

じ
め
、
駐
輪
場
・
保
育
料
・

下
水
道
な
ど
の
使
用
料
・
手

数
料
の
見
直
し
は
、
ど
う
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
平
成
１2
年
以
降
見
直
し
を

行
っ
て
い
な
い
、
財
政
健
全

化
条
例
で
は
定
期
的
な
見
直

し
が
市
長
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
の
で
見
直
し
を
行
う
。

消
費
税
１０
％
引
き
上
げ
に
関

し
て
、
適
正
に
転
嫁
す
る
よ

う
助
言
が
あ
る
。
地
域
集
会

所
使
用
料
な
ど
１5
種
類
、
手

数
料
22
種
類
と
な
る
。
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
4
月
以
降
基
本

方
針
の
素
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
、
9
月
定
例
会
で

基
本
方
針
の
案
と
料
金
改
定

の
報
告
を
行
う
。
１2
月
議
会

に
条
例
改
正
案
、
4
月
か
ら

実
施
を
考
え
て
い
る
。

Q
ま
ち
づ
く
り
で
さ
く
ら
通

り
郵
便
局
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
「
バ
ス
停
に
ベ
ン

チ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
」
と

の
市
民
の
声
が
あ
る
。
実
現

で
き
な
い
か
。

A
準
備
次
第
設
置
す
る
。

Q
甲
州
街
道
の
地
下
道
の

「
不
審
者
」
対
策
、
第
七
小

西
側
道
路
の
安
全
対
策
は
。

A
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
。

信
号
機
の
設
置
は
難
し
い
。

点
滅
ビ
ョ
ウ
は
設
置
す
る
。

Q
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
。

A
４
月
１
日
待
機
児
童
は
旧

定
義
で
98
名
、
今
後
、
０
歳

か
ら
２
歳
児
の
保
育
園
の
増

設
を
検
討
す
る
。

行政をチェック！〜６月議会での報告事項〜
市当局から本会議や委員会で、次のような報告があり、議員から活発な質疑や意見が出ました。

・平成30年度国立市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について（報告第３号）
・専決処分事項の報告について（報告第４号、報告第５号）
・国立市土地開発公社の経営状況について（報告第６号）
・公益財団法人くにたち文化・スポーツ振興財団の経営状況について（報告第７号）

・平成30年度事務事業評価委員会結果報告書に対する市の対応について（各常任委員会）

・損害賠償請求事件について
・(仮称）国立市行財政改革プランの策定
方針について

・使用料・手数料の見直しの進捗状況に
ついて

・会計年度任用職員制度の導入について
・新学校給食センター整備事業方針（案）
について

・�国立第二小学校改築マスタープラン
（案）について⇒(詳細は７面に)

・国立市交通安全計画(素案)について
・国立市自転車安全利用促進計画（素案）
について

・都市計画道路３・４・８号線整備事業
について

・旧国立駅舎の管理運営に関する検討状
況について

・�(仮)矢川プラス兼複合公共施設の基本
計画(案)について⇒(詳細は７面に)

・富士見台地域まちづくり協議会の設置
について

・生活保護業務に係る事務処理について
・国立市の公共施設における受動喫煙防
止対策に関する指針について

・国立市における待機児童の解消に向け
た取組について

・幼児教育・保育無償化について
・保育所利用者負担額見直しの検討状況
について

・�国立市社会福祉事業団設立の進捗状況
について⇒(詳細は７面に)

本会議への
報告事項

各常任委員会への報告事項

建設環境委員会総務文教委員会 福祉保険委員会
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＜第二小学校改築マスタープランを策定しています＞

＜矢川プラス兼複合公共施設の計画を策定しています＞

＜社会福祉事業団（（仮称）社会福祉法人くにたち子どもの夢・
未来事業団）設立に向け、進めていきます＞

当局から次のような報告がありました

当局から次のような報告がありました

当局から次のような報告がありました

【国立第二小学校改築マスタープラン（案）について（総務文教委員会）】

【（仮）矢川プラス兼複合公共施設の基本計画（案）について (建設環境委員会)】

【国立市社会福祉事業団設立の進捗状況について (福祉保険委員会)】

●ライフサイクルコストをぎりぎりまで調整する中で、下げられる
方法を考えてほしい。

●卒業生のつくった作品の日時計や土壇は、安全性を確保したうえ
でぜひ残してほしい。

●桜並木を中心とした桜が東側に多くあるが、それがどうなるか調
査し近隣住民や子どもたちに早く知らせるべき。

●子どもたちや保護者に魅力的と思われている芝生を、今後も残し
ていくべき。

●複合施設化に伴い駐車場も必要になっていくと考えられるので、
検討すべき。

●窓やテラスが基本的に西に設置されており、熱対策を真剣に検討
するべき。

●西福祉館の機能がそのまま移転することになるので、学校機能が
損なわれないよう十分な配慮が必要。

●建て替えに際して今後も子どもたちや保護者、関係職員に話を聞
く機会を設けるべき。

●被災時には避難所となる建物のため、耐震を震度７に対応できる
ようにしてほしい。

●一般来場者用の駐車場も整備した方が、さ
らに活用の幅が広がるため、その辺につい
て検討してほしい。

●ガラス面が多く、明るいというのは良いこ
とだが、ヒートロスの観点からも今後十分
に検討してもらいたい。

●高低差が問題にならないようにバリアフ
リーの観点で十分に配慮してもらいたい。

●地域の経済活動の活性化のために郵便局や
金融機関など、地域と連動した施設になる
よう進めてほしい。

●事業団への職員派遣は法制度上５年が上限。
保育の質が保てないのではないか。

●公立職員と事業団職員の人事交流も考えて
いってほしい。

●市職員と事業団職員の待遇格差を生まない
ように努めつつ進めるべき。

●非認知能力を高める幼児教育を、支援が必
要な子供たちに届くような仕組みを作るべ
き。

●職員の派遣に関しては、入れ替えによって
子どもの環境が変わることがないように要
望する。

●事業団を導入するにあたり２園目以降は検
証したうえで、職員・保護者ともに同意を
得たうえで進めてほしい。

▶地域・児童・先生も一緒につながり、未来へ夢を育てる学校にした
いという思いが込められている。

▶５つのコンセプト「学びを生み出し共に育ち学び合う」「自然とふ
れあい豊かな心を育てる」「世代を超えて伝統を未来へつなげる」
「絆を大切にし地域と共に育つ」「いつでも誰でも安心安全に過ご
せる」をもとに、具体的なイメージを策定する。

▶複合施設化のための配置や動線にも配慮し、防犯・防災対策も十分
にしていく。

▶2019年度、2020年度に設計を
行い、2021年度、2022年度に
現在の校舎を使いながら第１期
工事を行い、最終的には2025
年度に完成を見込んでいる。

▶今後パブリックコメントなども
通じて意見をいただき、マス
タープランの策定に生かしてい
きたい。

▶計画段階で市民の方を中心に意見を伺い、その意見を基に空間的要素を踏まえながら計
画案を策定した。

▶活用計画での「子ども」「高齢者」「にぎわ
い」の視点から、地域に「元気」を生み出す
というコンセプト。

▶“育つ・育む・共に過ごす”を通して矢川プ
ラスという「場」を介して多世代がつながり、
目的がなくても気軽に集える居場所としての
空間を目指して整備していく。

▶子どもから高齢者まで利用できるユニバーサ
ルデザインに十分配慮していく。

▶子どもを産み育てたいと思える環境づくり、子育て支援及び地域と協働した子どもの育
成活動を提供していく。

▶地域の児童福祉の増進を図り、子育て世帯が地域で安心・安全に自立した生活を営むこ
とができるまちづくりを目指していくことを目的として設立する。

▶事業団設立の趣意については、設
立準備会にて骨子を検討中である。

▶正式名称は「社会福祉法人くにた
ち子どもの夢・未来事業団」にな
る予定である。

▶正式名称とは別に利用者に親しみ
のある通称を、今後検討していく。

▶都営住宅の建替に伴い、2020年
度に事業団が矢川保育園の建替を
行い、完成後は同保育園を事業団
に移管する。

▶建替後の矢川保育園において、一
時保育を実施する。

※完成イメージ

※完成イメージ

※イメージ

こんな意見が出ました

こんな意見が出ました

こんな意見が出ました
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　令和元年6月20日発行「くにたち市議会だより」№248号の
4面の記事中に誤りがありました。
　市民の皆さま、また関係各位に心よりおわび申し上げます。

4面下段　他市との一部事務組合議会の議員 冒頭　
誤  町村の一部の事務を共同で運営する～
正  市町村の一部の事務を共同で運営する～

4面下段　他市との協議会の委員 最後　
誤  多感川架橋及び関連道路整備促進協議会　
　  中央線の高架化と複々線化を関係機関に～
正  多摩川架橋及び関連道路整備促進協議会　
　  多摩川にかかる橋や関連道路整備を関係機関に～

◆編集後記◆
　市議会だより249号はいかがでしたか？改選後初
の６月定例会が終了し、広報委員会では新人議員２
名を含む４名で、新たな気持ちでの広報活動スター
トです。
　議会の動きを分かりやすく伝え、市民の皆さまに
議会を身近に感じていただけるような紙面になって
いれば幸いです。

決算特別委員会・予算特別委員会の
インターネット中継を開始します

掲載記事の訂正とおわび

　市役所正面玄関を入ってすぐ右の総合案内の頭
上にランプ（出退表示器）があります。これは議
員が来庁しているかどうか分かるようになってい
るのです！議員へご用の際は２階議会事務局また
は１階総合案内までお声がけください。

インターネット中継（生中継お
よび録画映像配信）は、国立市
議会ホームページ内「インター
ネット中継」及び右記QRコー
ドから、ご覧いただけます。

知ってる？市議会あれこれ
～庁舎のランプ～

これ

令和元年11月9日㈯12：00 〜 14：00、11月10日㈰11：00 〜 14：00　 （予定）
国立市役所１Ｆロビー（国立市富士見台2-47-1、谷保第四公園隣り）
市政に関してご意見・ご要望、気になる事など、なんでもお話しください！

日  時
会  場
テーマ

NEW
!

　国立市議会では、開かれた議会の実現のため、本
会議は平成21年第３回定例会より、常任委員会は平
成28年第１回定例会よりインターネット中継（生中
継および録画映像配信）を行っております。
　今後も更なる開かれた議会の実現を目指し、令和
元年10月より決算特別委員会を、令和２年３月から
は予算特別委員会のインターネット中継を新たに開
始する予定です。
　生中継および録画映像配信はスマートフォン・タ
ブレットでもご覧いただけます。

意見交換会
in 農業まつり

市政に関して気になること、ご意見、ご要望、
なんでもお話しください。
国立市議会議員が、お茶とテーブルを用意して
みなさまをお待ちしています。
ご休憩がてら、お気軽にお立ち寄りください。

【農業まつりとは？】　くにたちの農とふれあい、秋の実りを堪能できるイベントです。
くにたちで育った農産物の展示・販売や、苗木などの無料配布、その他、国立市消費生活
展との同時開催により多くのイベントが開催されます。秋の祝祭にぜひお越しください。

　新コーナー「知ってる？市議会
あれこれ」を開始しました。
　次号もお楽しみに！


